
■ＩＰＨシステムの特長

　ＩＰＨシステムは超低圧のスプリング式注入器を使用した低圧樹脂注入工法で、躯体内部の空気を抜き
ながら樹脂を注入する斬新な技術です。この独自開発の「空気抜き」により、従来の低圧樹脂注入では
不可能とされていた躯体表面から深さ30cm以上（最大実測値175cm）への注入や、0.1mm以下（最小実測値
0.01mm）への注入を可能にしました。当工法は、コンクリート構造物内の空気と樹脂を置換させ、躯体を
内部から接合補強し、設計数値以上に耐力を回復させます。また鉄筋周りも樹脂で被覆するので腐食の進
行を防ぎます。ＩＰＨシステムはコンクリート構造物の長寿命化に大きく寄与する技術です。
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IPH（内圧充填接合補強工法）
確実な強度回復が可能に!!
①コンクリート内部の空気を抜く機能を掲載
②0.1mm以下のひび割れまで樹脂の注入
③湿潤面に対して接合が可能
④漏水止水対策に活用効果が高い
⑤コンクリート浮き部分に注入可能

初速で反力エアーを抜
きながら注入していくた
め、内部に空気を残し
ません。
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１．作業手順

３．工法の特徴

①下地処理
VDRﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ吸塵システム

②穿孔
ＩＰＨミストダイヤ

③台座取付

平面台座

④注入
IPHカプセル

２．注入状況
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効果：ひび割れ部補修 効果：①ひび割れ部補修
        ②浮き部と健全部の一体化

効果：①ひび割れ部補修
        ②豆板部補修
        ③欠損補修部と健全部の一体化
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　注入器（IPHカプセル）本体には、注入材の浸透を阻害する内部エアーを排出する機能が備わっています。高流動性のエポキシ樹
脂を用い、注入加圧力を0.06±0.01～0.02N/mm2という超低圧に抑えることで毛細管現象もいかされます。まるで植物の葉脈すべて
に水分や養生が行きわたるようなイメージの高密度かつ高精度な充填が可能になります。一般工法は、注入用の樹脂の粘度がJIS
規格で1000mpa・s以下とされ、加圧力は建築改修工事共通仕様書で0.4N以下と定められています。

　同上の要素から構造物内の0.1mm以下のクラックへの注入が容易であり、計測実績からは0.01mm程度の微細クラックへの注入も
可能です。

　下地調整用セメントペースト（IPH#300）の成分が内部鉄筋周囲まで確実に浸透することにより、鉄筋の防錆効果が高まるとともに、
再アルカリ化が図られコンクリートの中性化を抑制します。

透明な遮光カプセルケースを使用しているため、注入材残量等が目視確認できます。また、紫外線や日射熱の影響を緩和できます。

道路・鉄道・空港等、施設を利用しながら施工が可能です。


